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　　　　　　　豊橋市生活家庭館の利用存続を願う陳情書

　この度、生活家庭館の機能がアイプラザに移転することになりましたが、生活家庭館の今後の利用について、私たちは未だに説明を受けておりません。
２月１３日の市議会の委員会を傍聴して、「生活家庭館」の機能移転と共に『公民館』が１館無くなることを知りました。また、２月１７日に議会報告会に参加して、アイプラザ豊橋の整備概要について説明を受けました。
生活家庭館の年間利用者は９万人に近く、介護認定を受ける手前の高齢者の皆さんは、「家庭館だから参加できる」と話されています。また、生活家庭館からアイプラザへは数百メートル移動するだけですが、利用者や地域に住む住民にとって、国道と渥美線を越えることは、安全面も含め、距離以上の心理的負担を感じていることも事実です。
　少子高齢社会と防災協働社会に向けて、私たちは安心・安全なまちづくりに努めなくてはならないと考えます。だれもがどこでも、学ぶためには、コミュニティの場が必要です。そこで私たちは、これまで以上に、ふたつの施設を積極的に利用する覚悟でおります。
生涯学習の拠点として長年にわたり生活家庭館を利用させていただいたことに感謝し、２０１３年度以降も利用の存続を願い、以下陳情します。

陳情項目

１．公民館としての生活家庭館の建物と名称を存続して下さい。
２．生活家庭館に住民参加運営による“防災のまちづくりセンター”機能を
加えて「子育て世代や高齢者の交流施設」として下さい。　　

３．生活家庭館を、高師緑地公園を活かした健康づくりの拠点として下さい。
